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広島湾再⽣に向けた連携についての意⾒交換会、漁礁プロジェクトの開催
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意見交換会の目的

広島湾再生の取り組みの展開
・・・行政だけでは限界

（最終目標）
NPO等による広島湾の保全・再
生のための自主的な取り組み

への移行

広島湾の保全活動を実施する団体の増加や、各主体の連
携・協働による活動の促進につながるようなパートナーシップ
づくりに向けた連携策について話し合う。

意見交換会のねらい：

第１回意見交換会(H26.7.17) 第２回意見交換会(H26.8.19) 第３回意見交換会(H27.2.5) 第４回意見交換会(H27.3.12)

多様な主体の参画による市民
参加型活動の実施について

○具体的な連携イベントのテーマ
内容等

プラットフォームづくりについて

○プラットフォームのあり方等に
ついて

プラットフォームづくりについて

○プラットフォームのあり方等に
ついて

具体的な連携イベントについて

○具体的な連携イベントの企画、
実施方法について

各主体の連携・協働による
理念（案）について

理念（案）に基づく
具体的な活動方針について

○全員が共有できる形の
理念づくり

○共通のプラットフォームづくり
○個別のプロジェクトの検討

個別プロジェクトの具体的な
進め方について

○個別プロジェクトの決定
○平成27年度以降の進め方、

スケジュールについて

H27年度より、具体的なプロジェクトを
立ち上げることを決定

意見交換会の開催経緯

＜平成26年度＞

＜平成27年度＞

第1回意見交換会(H27.7.8)

漁礁づくりに向けてクリア
すべき課題について

第1回漁礁づくりPT(H27.8.4)

漁業者からの話題提供
（漁礁づくりについて）

第2回漁礁づくりPT(H27.12.4)

間伐材、廃材等を用いた
漁礁づくりのコンセプト

間伐材等による魚礁
づくりプロジェクト

第3回漁礁づくりPT(H28.1.7)

間伐材、廃材等を用いた
漁礁づくり計画（素案）



意⾒交換会、漁礁プロジェクト参加メンバー（NPO、市⺠団体等）
意見交換会 漁礁づくりプロジェクト

＜平成27年度第１回意見交換会(H27.7.17)＞

※ひろしまジン大学、広島連塾Sus☆テラス、ゆあーず「食」未来研究所はご欠席
※広島県環境保健協会は、情報提供のみの参加

開催状況

＜第１回会合 (H27.8.4)＞

＜第２回会合 (H27.12.4)＞
団体名 備考

NPO法人　自然環境ネットワークSAREN

EPOちゅうごく「環境省中国環境パートナーシップオフィス」 ファシリテーター

＜第３回会合 (H28.1.7)＞
団体名 備考

NPO法人　自然環境ネットワークSAREN

NPO法人　もりメイト倶楽部Hiroshima

京橋川かいわいあしがるクラブ

EPOちゅうごく「環境省中国環境パートナーシップオフィス」 ファシリテーター

会場：EPOちゅうごく 会場：EPOちゅうごく
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団体名 備考

ひろしまジン大学

エコロジー研究会ひろしま

NPO法人　自然環境ネットワークSAREN

NPO法人　さとうみ振興会

NPO法人　ひろしまNPOセンター

（一財）広島県環境保健協会　 地域活動支援センター

広島県釣りインストラクター連絡機構

（公財）日本釣振興会広島県支部

広島連塾Sus☆テラス

NPO法人　もりメイト倶楽部Hiroshima

京橋川かいわいあしがるクラブ

NPO法人　ゆあーず「食」未来研究所

EPOちゅうごく「環境省中国環境パートナーシップオフィス」 ファシリテーター

団体名 備考

エコロジー研究会ひろしま

NPO法人　自然環境ネットワークSAREN

広島県釣りインストラクター連絡機構

NPO法人　もりメイト倶楽部Hiroshima

京橋川かいわいあしがるクラブ

EPOちゅうごく「環境省中国環境パートナーシップオフィス」 ファシリテーター

漁業関係者（元丹那漁業協同組合　組合長） 話題提供



まずは、共通の理念のもとで、多様な主体
が広島湾独⾃の⾥海づくりを⾏うための情
報共有や情報発信の場として、共通のプ
ラットフォームをつくる。

理念（案）

プラットフォームに参加するメンバー（任
意）が、⾃分たちがやってみたい活動の
テーマを決めてプロジェクトチームをつく
り、具体的な活動やイベントの実施に繋げ
ていく。

Step 1

Step 2

（仮）〜森・川・街・海のつながりを
⼤切にし、私たちが世界に誇れる⾥海

「広島湾」を⽬指す〜
「森・川・街・海のつながりを⼤切にすること
が、広島湾の再⽣につながる」をテーマに、私
たち市⺠が愛着を持って、⾃らの⼿で、豊かで
親しみやすい、世界に誇れる⾥海「広島湾」づ
くりを⾏う。

共通のプラットフォーム（＝情報共有、情報発信などの場）

市⺠・NPO

PT（プロジェクトチーム：複数）

・興味のあるメンバーが任意でチームに参加。（途中からの参加もOK)
・必要に応じ、新たなメンバーもプロジェクトに追加。
・活動のテーマを決めて、具体的な活動やイベントを企画・提⾔。

森・川・街・海のつながりを⼤切にするためのプロジェクトを⾏い
ながら、将来的には市⺠も巻き込んだ⾥⼭・⾥海づくりを⽬指す。

都市部や島の⽅々が加わることによる、
他にはない、広島湾独⾃の⾥海づくり

漁協・企業等

⾏政

・情報共有
・フィードバック

PT

PT PT

【平成27年度のプロジェクトチーム】
・・・⿂礁づくりPT

※PTはこれに限らず、
今後やってみたいテーマ
があれば適宜追加OK

共通のプラットフォームづくり
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参考
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